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/i:'. rl I i~ '. ) ' ' iJわた；＇. /' '¥j' -
' ；汗iJS:L:：；を！、Y、ゴ dJI'.( 
マレーシア民政ocralic Action Party，略功、 DAI’），
運動党（CcrakanRa'ayat Malavsia，略称 CRM）が大
ソレ一系野党で、は？？：マラヤ同教徒党f,tにilHI', L , 
l(f Jj ，：~「 i汁， '.: ~' J t,. ,・] .) U；ペ －！；， ll_'.・l 
:;·;;u士 •i＇~i て ：； j 守・＇，1: •l;:Jも序f ：＇） 〔r:-J） が ,Ji; ;: , ( IJ 
J し＇.；ノT，←し 人7! ~~ t 'i;?,/1今二： li'J＇，♂ I .. P, 
'・' J パ「 , i), -> :'. ,:, .~ t Iーな l・, コ 、' ' ,: !; 
)' iりか氏ケ｛二 JユJ ~:, [(•] / 1';/ ,- }1乙，
i1 I ノァ行、，
／［へ :'fl：寸カ.(, J 
PMIPが1¥1fli1J61年選挙の後泣から立直り， 50%J.ス
この選挙に跨を接
して 51-l l:l ~J 夜マレーシアの首郎ケ fラ・ Jcンイ
~- ；［，で起こったマレ一人と中国系住民とのあいfニ
［占＿（／）得票のfilび5:な； ：＿，たれ I ）。JこIH,－「‘ L ー ノ r：ぬ i「＇l；土、，，ド jJ,J 






















































Alliance j皇 ｛；－ 元
iトL？ラヤ円教徒記 l',¥Ilド
社会主日 戦 行 ；l
人民進歩党 PI'！’
寸 弓 h 骨
' ' ' γ ' ネ 力ラ号
pと ti卓 （＼＇ 党 UDP
人氏行玉む Lt 










「統一マレ一国民組織」（TheUnited Malays National 
Organization，担任科、 UMNCりという政党がジョホー
ル州の Mentri -Besar （マレ一回教土侯閑の伝統的行




「マレー青年連盟JKMM c山 4) の流れをくむ「マ
レー国民党」カ＞1945年10月に桔成されていたがちと
のマ L一国民党はう 当初は統一マし－－ 1ヨ民組織と
協力したけれども， イギリス政府がマレ一系住民























































の TanChen只Loci王〔TanSiew Sin J'j[J－？レーシ r:i!
H1の父〕を通じ， 1:lif訟との協調につとめたっ
一方、 華僑のあいだでは非常事態宣 ~t Fで苦境
に陥った華僑の不法占nn民 u,7 l squattersを救
済する日的で，，r:i;草公会が EWl年に設立されたの
,1¥)華公会の前著者［土マラヤ各地の有力華僑（マラソ
カrn身の TanCheng Lock会長く福連；系λ セランゴー

































































泊＇I_, 二；／ l.にうti三七， {Vけてから iTiJ能7'.i-lうば
1日7年8凡；il「l主でにj虫立JとL、う約束カhとり 4》
け九れ， 独立［tl京日） J;本法の兵（本1'rJ.1 ,~ ,It，ハ段階／，こ








する丈fヒfドJ寸 I）工ン er-：＿.， ヨンぴl¥j¥}＇，、グ！ l・ ーフに
2 ),Jjljできた。な泊、でも後者の傾向が強いのは，
連)IS内でよ走大 lノ）華僑人Il ~ともつ ，.：＿ "J +Iであ，た。
マラヤ連邦憲法準備に苛たって， こ山i)氏をf;｝す
る Pan i¥Ialλyan Fedじr社tion引i仁hinビse( ;uild民
and Associ,tliりnsa, Allianceが f:/i；ぅ vし・











きた0 19り0.:1三に発t：：された RahmanTalil》教青‘百j I J 
度勧行：是；i土，私了／；のrj1.1，：~等学校（昆econιlar
















i践し， i乏に l()6l年に民主連合党（Unite<lDemocratic 
i九日ty，略称 1)1)]うを新たに結成した。カhように，j杉
並；公会iこえJナる支持が低下する反而，社会主義的





























Alliance I 5L 5 I 51. 5 
PMIP I 21.2 I 36.S 
SF（干士会主義戦線）｜ u o I 34.氏
Negara I 2.2 I 22.2 
PPP I 6.4 I 32.2 
Malayan Party I り。 I 41.:, 
無所属 I 4凡 1 20. i 
総許 l 100 o J 
（出所〉 K. J. Ratnam, Communali，りn and the 
Political Process (The University of Malaya 
Press, 1965), p. 204 
m3表 1964年連邦・州ぷ会総選挙政党i'l＇台百分？（%）
｜ ：全投票数のうち I ：続要望腎
政 党 1 一一l l一
リI I 連邦｜州（連 J~
Alliance 157. 6 (55. 5) ]58. 5 (51田8)i57 .6 (55 .5) '58.5 (51.8) 
PMIP 15.2(211.7)114ゎは1.3)29 .1(29心：29.1Cl6 .4) 
SF 16.3( 9.7)116.J (12.9) 2S.1{21.7)24.9!:l4 9) 
PPP I 4.5( 5.7)[ 3.4( 6目2),35 .0 (30. 8) ,:34 .4 (32. 2) 
UDP I 4.0 I 4.3 115.3 115.3 
PA.P , 0.9 I 2.0 U.9 i16.3 
Negara I 0.4( 4.3)11.4{ 2.1) 10.2(14.9)110.5（之2.2)
(Mal I I I I 
pぷか（ o.叫（ 0判（32.叫（41.5)
無所属 11.1(:3 6)j 0.7( 4.8) 9.6(15.1) 12.9(20心
（出所） Malaysia Election Commission, Rφort on 
the I'arlia，バ♂ntary(/)ewan: lむ，＇ayat}and State 
Legislativ’E Assembly General Elcetions, 1964 




































































（注 1) Straits Times, 1fay 12, 1969. UMNO, 
¥!IC, MCA, PMIP ，こ JJ¥,, C :,;, Jこ！H長 「マラ γの
以必指導j習に関1る’fi,ir J C『 ／ 日済』，1965年 6J] 
l}）参照。
（注2〕 K. J. Ratnam, Communalism and the 
Political Process in Malaysia (University of Mala-
ya Press, 1965), pp. 43-51. 
James de V. Allen, The I'v!alayan Union Southeast 
.¥sia Studies, Monograph :-'eries, No. 10 (Yale 
University, 1967). 
（注3〕 Ishak bin Tadin，“Dato Onn, 1916-
1951，” Journal of Southeast Asian History, Vol. 
1, No. 1 (March 1960). 
（注4〕 WilliamR. Ro汀， TheOrigins of Malay 
入＇atiu川 ！ism(Ya！邑 Univ.Press, 1967), pp. 223～235・
( i15 ) Saul Ro田， Socialismin Southern Asia 
代以fordUniv. Pre田， 1959),p. 206 ; J.IL Brimmel, 
fοmmunism in South-East ;1sia: .1 Political 
.1l1wly山（OxfordUniv. Press, 1959), p. 207. 
（注6〕 長井信一書評， ArnoldBrackman, South-
east Asia's Second Front (Frederick A. Praeger, 
19G6) （「アジア経済』， 1967年4月号）および Gay!
Ness, Bureaucracy and Rural Development in 
λfalaysia A Study of Complex Organization in 
StiJJ111!ating Economic Development in Nne States 
(the TTniversity of California Pres，九 1967)(The 
[)crelnf,inK Economies, Ma了ch1968). 




〔注9) マラヤ共産党については，G.Z. Hanrahan, 
The Communist Struggle in Malaya (N. Y., 1954); 
Lucian ¥V. Pye, Gue1・rillaCo/1/munism in i11alaya・ 
Its Social ,md Political l'.fe’，ming (Princeton: Prin-
eel on 1す，niversityPress, 1956); J. IL Brirnmcl, Com-
m11nism in South-East Asia: il Politi.どalAnalysis. 
（注10〕 独立の非共産主義的社会主義マラヤという
PAPの茶本目標については， TheTasks Ahead, P. 
A. P.'s Fi叩 Year1959-1964, 2 parts (Petir, May 
1959）参照。
I 「マレーシア人のマレーシア」
マレーシアが正式に 1963:tF9 Jj 16 n iこ発足した
l師免シンガポール州議会第 2u.,]選挙が行なわれ





































































































































































主主仁子ミッドj と.mなり合ハ人lliannc，＇.込市他 IfJi二；，日動寸る J古志を j{fりした（ I;J_. 
会で（'¥lt'¥O山打子m，丹目lゴ／Jリ lJ〕連Ii¥f' 






;j；ー 1lc'r,・ c ・ ¥/,i;-(l j山おじゲ fラ〉・ょラ f'<・ -fJン
ポン・りう」、山j;「f二.＼ ζ〉？？のfτめに［’eif1 L fこか，





t」、人刊行日党の：二1k古・ I 1士Jド難Lた（， I 8 
会で今！変l士
T~ Ii¥]', 
¥VけnAb,lul Kadir :t '. 1後の連
T'PドntnM"f.tl1’ヤ司二ヴ j’Lトガムをi交可ヂ： L‘Ci E出：；J
¥'.lU仁三・c:・，・弓 γJ）斗i!lk；二不，r:l.なら：J,•) ・＼へど去AL それによって初めてマレーシア古が必涯である。
人i’t'JI}え)J!J守年及するのであるし 9）。-1つ , ・ i, 1'il] 1 （｝）アブド ;L. ・ラー＼つ〆恋；iを
: : ) I：、うに、仁川氏。／，， I. / ~- r,、に出資 か｝一うにすJ L一系社会の社会主義｛じの究極的必Jllq しf
l＇.＇月］ 1f l, l要を r、＇／ 'i・ ＇） と打t,/1＼した苧光ir予1C:tiか I'.J J J: 1乙／ガ；f持＇i:と.，ご，j，、 tjl三





1J古色目：にそなえねばならない O ..... btこくしはご
く卒直に仁i"うが・ 一われわれを威せると信じる誤
v ，戸、人民(jfrlJ店内；f本的 ｛，）訪をこれ Eで上りい〆》

































レートしたコ 1月 1fl, MCAびJ Dato T. IL Tan 
上院議員は，「人民行動党指導者に『服従心』をた




































































がマレ一人f二けの利益を代表しているとい J J t二




「）観点小心不さ1'. I三コたとえば， γ ブド，，， . ＇） ーマ
~. 1＇／十l'；士、 +JJl7f1のJ レー乙ア Alliance大会で










i に J ）ト二：1人［＼＇； 行部J党三 Alliancむと山競争点メ）立
I幼によるものであり‘主た.－／〕に；主 （；＇レーシ f';A,
,L¥長ノkヒたJLf-1央政府と州政府のあし、どのh政上山





























































































































（注 1) Alex Josey, p. 294. 
（注2) Ale:< .Josey, p. 295. 
（注3）九le:<Josey, p. 296. 
（注4) Alex Josey, p. 296. 
（注5〕 StraitsTimes, March 26, 1964. 
（注6) Strι日tsTimes, Sep. 27, 1964. 
（注7) Straits Times, < let. 28, 1964. 
（注8) Str<1its Times, Dec. :, 1964. 
（注9) Alex Josey, pp. 330～333. 
（注10) Alex Josey, pp. 338～341. 
（注11) Straits Times, Jan. 2, 1965. 
（注12) Straits、Times,Jan. 25、1965.
（注13〕 StraitsTimes, Feb. 5, 1965. 
（注14) St円zitsTimes, Feb. 17, 1965. 
（注15) Straits Times, Feb. 17, 1965. 
（注16）』1守t，一4
5. (i主17) St，奇ait,Times, I・、el,.19, 196 
( /US) ，守traitsTi削 es,Feb. 25, 1965. 
（注19) Straits Times, Mar. 12, 1965. 
（注20) St，争（／
（注21)λ＇tI匂，1it守 Times,Apr. 18, 1965. 
（注22) 血え，trι，itsTimes, J¥pr. 20, 1965. 
（［主23〕 StraitsTimes, Apr. 29, 1965. 
（注24) Straits Times, Apr. 29, 30, May 17, 
1965. 
（注25) Lee Kuan Yew, The nattle for d 九la-
laysian Malaysia (Singapore Government the Min-
istry of Culture, 1965). 
(/l:26) Le日 KuanYew, p. 8. 
（注27)Lee Kuan Yew, The Jfatlle for a Ala！の’ー
可ian・ ーに号1;rさ ' YこUMNわ f'<,iお1 Dr. Mahathir ,; 
発ti(pp. 18, 20）。
（注目28) Lee Kuan Yew, The Battle for a JV!a-
laysian Malaysia, p. 27. 
（注29) Alex J田 ey,p. 404. 
（注30) Strdits Times, June 4, 1965. 
（注31〕 AlexJosey, pp. 404～405. 
（注32) Alex Josey, p目 404.Straits Times, Aug. 
10, 1965. 
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委 員長 SyedHussein Alatas 
副委員長林蒼佑 LimChong Eu 
I 楊徳才YeohTeck Chye （ぜレーシア
組合会議 MTUC委員長〕
書記長陳志勤 TanChee Khoon 
副書記長 V. David 
財務局長 V.Veerappen 
中央委員 Syed M. Naguib Alatas，余水溝
Ooh Chuoi Cheng (UD町、伍水t'Ng Swee 
Kooi (UDP), J. B. A. Peter, Che Ramlah 










































































































-x・のj,ITj方c.＇〕コミュ十ノレな！苦情を干 ljlt L Kうとすゐ
作戦であったc 選不均二終盤戦にはいー｝た；） Jj t令］
VLア L－／ム J 」， ラーマンは 2'.らに一歩進めて，ドMIP
をシL’ガポー／しのE士H干ある L、i土シンガポーんのA





て＼、るかしT亡、主 J ぺこ／／；， こうした攻撃に対Lて
；ノンガポール政府it 足取を行なー）t二。 三の選挙の
L、）J(f 「悶際化jl土‘ 「マレ－＞ ？＇人のマしーシ
?J闘争が，長期的、 基本的にlt, Ht-';: L f:_ ：＞ン
ザポールとマレーシアの両方に主たがる問題どし
て引き続き存在することをなミ；す ι円であ J 、jこ。
この上うに、与党 Alliancじの返挙戦（／）トーンに





・」 - • ; 





が推ifil して L ‘た中［JJiltt を教J受｝百 ~n とずる 「独立大























































Pacty '1959 64) 
DA  P GR  M ( 1969) 
医ilOther Part国S
（出所） T. G. Mcgee，“Down-but not Out, " 

















「ることになった。 tランゴールでほ， DAP 9, 
GRM 4，無所属（数日後DA Pに加入） 1の計 14
議席となり， Alliance14 (UMNO 12, MCAl, MIC1) 
と同数となった。ペラ州では；JO議席のうち。 PPI’
l'., DAP 6, GRM 三ラ PおUP1 , Alliance 19となり，























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ではDAP、C;Rl¥1 等， ) :JI＞＂し一系企 l:{本とする里7
tがい九じる Lく進出した。第コにヲ f レ一系~！f
7ょのI'¥Tll》は司ケラユ守ンチトiをm士，i耐えたうえに，










つにゼラ〉ゴール HICi士、 11}'1十i't 1WC !,J I I l ; ¥fr¥O 
m，存者のケト」・ハ＇ c>i士、 この結果に「大さな
J ゴソ 7Jを受け、 rq氏以， Allianl"e：二反対して
とったノ：，：.，，てのど jL1¥ ＇，、 iJと7主の／if王者ごと人j1:J 
な「】i!）」としベI ,-¥ r＼月を1r 1レ pたI, 「I 0 
野党it, i立三詳し，， －やりなおし 5:こ↓＿ •1L、し／二が？ ゴト
ー・ハルシ i土， Alliance,1）川政f(H!L｛誌のてはずを
とろ〕とし〔 l川ベラ川でも同慌の状況が発生し
たご まさにこ内同， S)l 1スi；二人向民間がクアラ－
1,ンブー凡で勃発したのである。
この間車flから i:;I iまでのけ I[f¥J；二， lj北 All,
ancむを構成十る lJM'.'JOと＼IC二＼ (t開票結果に






っともStd；な捉明者でふるサ fド・ 1 吋ンい，，，・ Itri
工trl；ニマし」人の経済的地位向上／；： ch＂っi 1/JW 









時（｝針~t会長は， rf I国系有権者が＇.＼： ICAiこ対する支
持そやめた以上：vICAは内閣に参加しないと発表















‘Ji, Gl<.M O）ヲン・チー・クーン＂tr記長は， u












(/]5) コプドル・ラーマン （StraitsTimes, May 
1, 8, 1969）。
（注 1）筆者の Gay! N出 s, Bu陀 d吋 racyand 
Rural Development 仇 Malaysiaの轡評 （TheDe-
veloping Economies, March 1968）参照。
(il fi) Straits Times, Apr. 11, 1969. 
け 7) Straits Times, May 12, 1969. 
〈注8) Straits Times, May 13, 1969. 
（注 g) Bob Reece，“The Parting of the 
Ways？，＇’ Far Eastern Economic Review (June 
19, 1969), p. 663. 
（注2〕 ラザク （StraitsTimes, Apr. 6, 1969）。
アブドノレ・ラーマン （StraitsTimes, Apr. 9, 1969）。
同 （StraitsTimes, Apr. 10, 1969)0 
f注3) アブドル・ラーーン発， (Straits Times, 
Apr. 11, 1969）。
(IJ:10) Straits Times, May 14, 1969. 
(/111) Straits Times, May 12, 1969. 
（調査研究部主任調査研究員〉























研究シリーズ 36 ［＞インド財閣の性格とその地位 じ〉ピノレラ財閥の発展の歴史と
インドの財閥 その特色 ［＞ピノレラ財閥 ［＞下請企業の実態 じ〉ピノレラ財閥の
加藤 長雄－~ 人的構成と政財界における地位〔付録〕文献解題
A5判／2001{/¥300 
..........................・アジア経済出版会発売
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